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■第１回庁内委員会・ワーキング 
開催日時：平成27年8月18日（火） 開催目的：ネットワーク型コンパクトシティ形成の目的意識の共有 
主な資料：府中市の現状資料 

これまでの検討経緯 

■各課ヒアリング 
ネットワーク型コンパクトシティ形成に寄与できると考えられる事項や懸念事項についてヒアリングを実施。 

■団体事業者ヒアリング 
府中市内の医療・福祉・商工業・住宅に係る団体・事業者等へのヒアリング調査を実施。 

■第２回庁内ワーキング 
開催日時：平成27年11月19日（木） 開催目的：問題解決に向けての取り組みについて検討 
主な資料：現状整理結果、ヒアリング結果の紹介 

■第３回庁内ワーキング 
開催日時：平成28年2月28日（火） 開催目的：現状把握、課題の確認 
主な資料：地区別の現状と都市づくりの課題の整理結果 

■第２回庁内委員会 
開催日時：平成28年3月18日（金） 開催目的：現状把握、課題の確認 
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人口等の見通し 
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府中市の人口等の見通し 

○いずれの年齢層においても、平成22年から減少が続く。（ H52-H22年比で、0～14歳人口は約 
 53.8％減、 15～64歳人口は約47.6％減、65歳以上人口は約7.8％減） 
※平成12年（2000年）は、旧府中市と旧上下町を合算した値 

図 年齢３区分別推計人口 

資料：国勢調査（平成22年），国立社会保障・人口問題研究所（平成25年3月推計） 

65歳以上は、約1,000人の減少 

14歳未満は、約2,740人の減少 
15～64歳は、約11,555人の減少 
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府中市の人口等の見通し 

○いずれの年齢層においても減少が続くが、高齢化率は増加。 
※平成12年（2000年）は、旧府中市と旧上下町を合算した値 

図 年齢３区分別推計人口比 

資料：国勢調査（平成22年），国立社会保障・人口問題研究所（平成25年3月推計） 

既に超高齢化社会（高齢化率21％）に移行 H52年には、概ね２人に１人が高齢者となる 
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図 将来推計人口（500ｍﾒｯｼｭ） 

資料：国勢調査（平成22年），国立社会保障・人口問題研究所（平成25年3月推計） 

将来推計人口（総人口） 
【H22総人口】 【H52総人口】 
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○現在、市街地には比較的人口が集中しているが、今後は、市街地においても、人口減少が進 
 行することが予測。 

図 将来推計人口（500ｍﾒｯｼｭ） 

資料：国勢調査（平成22年），国立社会保障・人口問題研究所（平成25年3月推計） 

将来推計人口（総人口） 

【H22総人口】 【H52総人口】 
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このままの状況が続くと、どのような問題が生じるのか 
府中市の現状と都市づくりの課題 
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府中市の現状と都市づくりの課題のまとめ（府中市全体） 

○人口・土地利用・都市機能・公共交通・地価・財政・災害の視点から、府中市の現状を整理。 
○現状をふまえ、府中市における都市づくりの課題を整理。 

図 都市の現状と都市づくりの課題 
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資料：府中市バスマップ，中国バス時刻表 

路線バスは、市街地部と旧上下町
間でネットワーク化されている。 

運行本数は市街地部で多くなっている
一方、郊外部は10本／日未満の状況。 

課題１ 公共交通の利便性、持続可能性 

人口減少に伴い、現在多くの人口をカバーしている公共交通のサービス水準の低下や路線の廃
止が懸念される。 

図 路線バスの片方向日便数 10 



課題１ 公共交通の利便性、持続可能性 

人口減少に伴い、現在多くの人口をカバーしている公共交通のサービス水準の低下や路線の廃
止が懸念される。 

資料：公共交通に関する住民アンケート調査（平成25年10月），府中市バスマップ，中国バス時刻表 

図 普段最も利用する交通手段 

図 路線バスのサービス満足度 

運行本数やダイヤに
対する満足度が低い 

運転免許の保有状況に関わらず、公共交通利用者は少ない 

図 バス停半径300ｍ徒歩圏と人口メッシュ 

【H22総人口】 

【H52総人口】 

多くの人口をカバー
している状況 
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【H52人口密度】 

資料：第二期府中市中心市街地活性化基本計画資料，国勢調査（平成22年），国立社会保障・人口問題研究所（平成25年3月推計） 

課題２ 生活サービス施設の利便性、持続可能性 

低密度な市街地の形成や中心部の活力・賑わいの低下が懸念される。 
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生産年齢人口の減少が目立つ一方、 
高齢者は増加している 

中心市街地の店舗数や年間販売額は、 
過去10年間で概ね半減している 

図 将来推計人口の人口密度 

【H22人口密度】 

現在、人口密度の高い中心市街
地においても、低密度化が進む 

図 中心部の年間販売額 図 中心部の店舗数 

図 中心市街地の年齢３区分別人口推移 12 



資料：国勢調査（平成22年），国立社会保障・人口問題研究所（平成25年3月推計），全国大型小売店総覧，ⅰタウンページ 

図 金融施設と人口分布 図 商業施設と人口分布 

【H22総人口】 

課題２ 生活サービス施設の利便性、持続可能性 

人口減少に伴い、生活に必要なサービスの喪失が危惧される。 

【H52総人口】 

【H22総人口】 

【H52総人口】 
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【H22総人口】 

課題３ 高齢者の福祉、健康 

多くの人口をカバーしている病院、福祉施設が人口減少に伴い喪失される可能性がある。 

資料：国勢調査（平成22年），国立社会保障・人口問題研究所（平成25年3月推計），府中市資料 

【H52総人口】 

図 社会福祉施設（老人福祉施設）と65歳以上人口分布 図 医療施設（病院・診療所）と人口分布 

【H22総人口】 

【H52総人口】 
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課題３ 高齢者の福祉、健康 

高齢化率が高くなる一方で、公共交通のサービス水準が必ずしも高いわけではないため、外出
機会の創出が危惧される。 

資料：府中市バスマップ，中国バス時刻表 
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図 府中市の公共交通利用状況 

図 65歳以上推計人口比 

図 路線バスの片方向日便数 
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課題４ 災害等に対する安全性 

市街地にも土砂災害などの恐れのある区域が存在しており、将来に渡ってもこうした地域に引
き続き居住することが懸念され、市民生活の安全性に支障をきたす可能性がある。 

資料：土砂災害ポータルひろしま 
図 土砂災害特別警戒区域等 16 



課題４ 災害等に対する安全性 

市街地にも土砂災害などの恐れのある区域が存在しており、将来に渡ってもこうした地域に引
き続き居住することが懸念され、市民生活の安全性に支障をきたす可能性がある。 

図 土砂災害特別警戒区域等と人口メッシュ 

【H22総人口】 【H52総人口】 

資料：土砂災害ポータルひろしま 
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課題４ 災害等に対する安全性 

資料：府中市 土砂・浸水ハザードマップ（広谷町・中須町・鵜飼町・府中町・元町） 
18 



課題５ 財政の健全性 

道路や下水道などの社会基盤が今後老朽化し、必要な経費が増加していくことから財政状況が
深刻化する恐れがある。 

資料：府中市公共施設等総合管理計画 

図 公共施設の更新費用推計 
19 



課題５ 財政の健全性 

固定資産税の大部分を占める市街地の人口減少によりさらなる歳入の減少が懸念される。 

資料：家屋課税台帳（平成27年） ，府中市統計要覧，国勢調査（平成22年），国立社会保障・人口問題研究所（平成25年3月推計） 
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図 H22-H52の人口推計（500mメッシュ） 

【H22総人口】 

【H52総人口】 

図 区域の面積と固定資産税の関係 

図 地域別の地価の減少率 20 



府中市の現状と都市づくりの課題のまとめ（府中市全体） 

○人口・土地利用・都市機能・公共交通・地価・財政・災害の視点から、府中市の現状を整理。 
○現状をふまえ、府中市における都市づくりの課題を整理。 

図 都市の現状と都市づくりの課題（再掲） 
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地区別の現状と都市づくりの課題の整理 
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評価地区の設定 

地区１ 

（上下町上下の一部、上下町深江の一部、上下町国留の一部、上下
町矢野の一部、上下町矢多田、上下町松崎、上下町井永の一部、上
下町佐倉、上下町水永、上下町岡屋、上下町階見、上下町二森、上
下町小堀の一部、上下町小塚、上下町有福） 

地区２ 
上下都市計画区域（上下町上下の一部、上下町深江の一部、上下町
国留の一部、上下町矢野の一部、上下町井永の一部、上下町二森、
上下町小堀の一部、上下町有福） 

地区３ 
（河面町一部、河佐町、久佐町、諸毛町、小国町一部、阿字町、木
野山町、行縢町、斗升町） 

地区４ （本山町の一部、上山町、荒谷町） 

地区５ （府川町、府中町、元町、目崎町、出口町） 

地区６ 
工業団地等（本山工業団地、鵜飼工業団地、桜が丘一丁目、桜が丘
二丁目、桜が丘三丁目、本山町の一部） 

地区７ 
市街化区域西部の集落市街地（三郎丸町、篠根町、父石町、僧殿
町・河南町・河面町一部） 

地区８ 市街化区域南部の集落市街地（栗柄町、用土町、土生町） 

地区９ 
市街化区域東部の住・工・農の土地利用が混在した地域（高木町、
中須町、広谷町、鵜飼町） 

表 評価地区 

資料：府中市都市計画マスタープラン地域別構想， 
   国土数値情報（中学校区） 23 



地区別の現状整理結果 
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地区別の現状整理結果 

郊外部【都市計画区域外】（地区１・３・４） 
○人口減少が最も顕著で、平成52（2050）年には概ね半減が予測。 
○高齢化率の上昇は緩やか。 
○バス交通はネットワーク化されているものの、運行本数は少ない。 
○路線バスが運行していない地域は、デマンドタクシーの運行でカ 
 バーしている。 
○医療・社会福祉、商業、金融などの、日常的な生活サービス機能が 
 集積していない。 

市街地部【上下都市計画区域内】（地区２） 
○平成52（2050）年には約45％の減少が予測。 
○高齢化率は約40％まで上昇。 
○バス交通はネットワーク化されているものの、運行本数は少ない。 
○公共交通の空白地域は比較的少ない。 
○都市機能が集積し、地区内人口の約50％以上が利用しやすい環境。 
 

市街地部【府中市都市計画区域市街化区域内】（地区５・９） 
○現在人口が最も多いが、平成52（2050）年には、約30～50％減少が 
 予測。 
○高齢化率の上昇は比較的緩やか。 
○バス交通はネットワーク化されており、市街地中心部は、運行本数 
 も多い。 
○一部、公共交通の空白地域が多い。 
○都市機能が集積し、地区内人口の約50％以上が利用しやすい環境。 

市街地縁辺部【市街化調整区域】（地区６・７・８） 
○平成52（2050）年には、約30～40％減少が予測。 
○高齢化率の上昇が最も顕著。 
○バス交通はネットワーク化されているものの、運行本数は少ない。 
○公共交通の空白地域に居住する人口の割合は比較的低い。 
○医療・社会福祉、商業、金融などの、日常的な生活サービス機能が 
 集積されていない。 25 



このまま推移した場合の状況想定と都市づくりの課題（地区別） 
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